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こ
の
度
は
、
図
ら

ず
も
名
田
島
自
治
会

連
合
会
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
、
重

責
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
誠
心

誠
意
事
に
当
る
所
存

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
就
任
し
て
約
2
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
所
感
を
述
べ
、
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
何
事
を
や
る
に
も
資
源
が
必
要
で
す
。
資
源

に
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
に
加
え
て
、
そ
れ

ら
に
先
立
つ
情
報
が
あ
り
ま
す
。
情
報
化
時
代

と
言
わ
れ
る
今
日
、
特
に
情
報
は
重
要
で
す
。

名
田
島
自
治
会
連
合
会
で
は
、
情
報
連
絡
・
調

整
を
主
な
機
能
に
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
情
報
と
は
、
そ
の
名
が
示
し
ま
す
よ
う
に
、

情
け
の
報
せ
が
元
も
と
の
起
こ
り
だ
と
思
い
ま

す
。
個
人
・
生
活
情
報
で
す
。
だ
れ
だ
れ
さ
ん

が
結
婚
す
る
だ
と
か
、
だ
れ
だ
れ
さ
ん
方
に
家

が
建
つ
な
ど
口
コ
ミ
が
元
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
発
展
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
能
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
、
天

気
予
報
、
交
通
情
報
、
社
会
情
勢
、
経
済
情

勢
、
更
に
は
学
術
情
報
な
ど
が
発
生
し
て
き
ま

し
た
。
昔
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
井
戸
端
会

議
、
立
て
札
、
回
覧
板
、
瓦
版
な
ど
に
よ
り
連

絡
や
交
換
し
て
い
ま
し
た
が
、
名
田
島
自
治
会

連
合
会
で
も
こ
れ
ら
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
生
か

し
、
調
整
も
含
め
て
、
更
に
発
展
さ
せ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。 名

田
島
自
治
会
連
合
会

　
　
会
長
　
藤
山
　
光
美

ご
あ
い
さ
つ

　
具
体
的
に
は
、
市
・
県
・
国
な
ど
の
行
政
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
各
単
位
自
治
会
に
関
す

る
情
報
（
各
単
位
自
治
会
で
は
ど
の
よ
う
な
組

織
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
な

ど
）
、
名
田
島
自
治
会
連
合
会
（
委
員
会
、
役

員
会
、
総
会
、
陳
情
な
ど
の
内
容
）
、
山
口
市

自
治
会
連
合
会
、
山
口
市
南
部
地
区
連
絡
協
議

会
、
他
地
域
自
治
会
連
合
会
や
名
田
島
各
種
団

体
な
ど
に
関
す
る
情
報
の
交
換
や
連
絡
、
及
び

各
種
組
織
レ
ベ
ル
内
・
レ
ベ
ル
間
で
の
調
整
な

ど
を
適
時
・
的
確
・
円
滑
に
行
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
単
位
自
治
会
や
各
種
団
体

か
ら
の
情
報
を
こ
ま
め
に
吸
い
上
げ
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
、
行
政
を
始
め
と
す
る
各
種
機
関
へ

の
働
き
か
け
や
陳
情
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
い
内
に
名
田
島
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

が
正
式
に
発
足
の
予
定
で
す
。
発
足
し
ま
す

と
、
他
の
組
織
・
団
体
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の

団
体
と
の
連
携
・
協
力
が
重
要
で
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
本
連
合
会
の
役
割
、
組
織
、
機
能
、
活

動
内
容
及
び
そ
れ
ら
を
規
定
す
る
規
約
や
役
員

な
ど
に
も
変
動
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
総
務
部
会
、
民
生
部
会
、
土
木
部
会
、
教

育
部
会
及
び
防
災
部
会
な
ど
の
部
会
や
副
会
長

な
ど
の
役
員
の
見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
本
連
合
会
の
主
機
能
が
前
述
の

よ
う
に
情
報
連
絡
・
調
整
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
情
報
の
迅
速
・
正
確
な
記
録
が
重
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
新
た
な
役
員
と
し
て
、
将
来
的

に
は
書
記
の
新
設
な
ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
国
内
外
、
各
種
機

関
・
組
織
に
お
い
て
I
T
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
ま
す
。
名
田
島
自
治
会
連
合
会
に
お
い
て

も
、
I
T
化
の
波
に
そ
れ
ほ
ど
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
、
そ
れ
へ
の
対
策
を
漸
次
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
連
合
会
の
当
面
の
緊
急
か
つ
最
大
の
課
題

は
、
上
記
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
立
ち
上
げ
で

す
。
協
議
会
の
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種

団
体
の
代
表
者
か
ら
な
る
設
立
準
備
会
が
昨
年

立
ち
上
げ
ら
れ
、
十
回
程
度
の
委
員
会
が
開
か

れ
設
立
案
が
検
討
さ
れ
、
検
討
結
果
が
昨
年
度

末
に
皆
様
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
の

構
想
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
案

に
基
づ
き
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
立
ち
上
げ

ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、
階
層
構

造
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
個
人
・
家
庭
・
集

落
・
（
団
体
）
・
名
田
島
と
つ
な
が
り
、
さ
ら

に
山
口
市
・
山
口
県
・
日
本
・
世
界
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
を
全
う
す
る
た
め

に
は
、
各
段
階
に
お
い
て
調
和
が
必
要
で
す
。

調
和
は
、
情
報
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
情

報
の
優
劣
が
生
活
全
般
の
質
を
決
定
す
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
民
主
主
義
の
原
理
と
し
て
、
「
個
は
全
体
の

た
め
に
、
全
体
は
個
の
た
め
に
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
前
記
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
先
に
挙
げ

た
と
こ
ろ
ほ
ど
よ
り
基
本
的
な
生
活
だ
と
思
い

ま
す
。
全
体
を
大
事
に
す
る
余
り
、
個
に
迷
惑

が
か
か
り
し
わ
寄
せ
が
来
て
、
生
活
の
質
が
落

ち
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
個
の
利
益
に
走
る

ば
か
り
で
は
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
個
が
あ
っ

て
こ
そ
の
全
体
で
す
し
、
全
体
が
あ
っ
て
こ
そ

の
個
で
す
。
個
と
全
体
の
調
和
の
た
め
に
は
良

質
で
ス
ム
ー
ス
な
情
報
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
名
田
島
地
区

は
特
に
こ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。
人
口
の

わ
り
に
各
種
団
体
の
役
員
な
ど
の
仕
事
が
多

く
、
個
人
や
家
庭
生
活
の
貴
重
な
時
間
や
労
力

の
負
担
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
新
し
く

事
を
構
え
る
よ
う
な
こ
と
は
控
え
め
に
し
て
、

で
き
る
こ
と
を
着
実
に
、
し
か
し
創
造
的
に
や

っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
宜
し
く
お
引
き
回
し
頂
き
、
ご
指
導
・
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



2

平成21年5月25日

民
生
部
会

循
環
型
社
会
と

環
境
美
化
・
食
育

福
　
永
　
立
　
美

土
木
部
会

未
決
「
要
望
事
項
」
の

早
期
着
工
へ
の
取
り
組
み

岩

本

　

博

自
治
会
5
部
会
の
こ
の
1
年

民
生
部
で
は
「
環
境
美
化
」

「
地
産
地
消
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
生
活

か
ら
出
る
ゴ
ミ
・
資
源
物
の
徹
底

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会

を
目
指
す
上
で
、
分
別
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
の
厳
守
を
お
一
人
、
お

一
人
の
ゴ
ミ
の
分
別
へ
の
理
解
と

ご
協
力
な
し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
資
源
ゴ
ミ
が
有
効
に
再
利
用

さ
れ
る
為
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
為

に
、
山
口
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ

の
視
察
研
修
会
を
計
画
し
て
お
り
、

改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
分
別
の
大
切
さ
や
分
別
し
て
行

く
上
で
疑
問
点
を
質
問
し
て
い
た

だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
〝
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
温
暖
化
〞

温
暖
化
に
よ
る
気
象
異
変
が
環
境
、

農
作
物
に
与
え
る
影
響
が
よ
り
深

刻
で
す
。

　
「
み
ど
り
の
名
田
島
」
を
守
る

上
で
も
今
で
き
る
こ
と
を
今
す
ぐ

す
る
「
環
境
・
自
然
」
を
大
切
に

し
て
い
く
た
め
に
も
不
法
投
棄
へ

の
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

循
環
型
社
会
を
子
供
達
へ
と
引
き

継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
食
育
教
育
に
も
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

一
　
二
十
年
度
の
活
動
実
績

①
新
事
業
と
し
て
「
道
路
維
持

活
動
協
働
モ
デ
ル
事
業
交
付

金
」
に
つ
い
て

名
田
島
十
三
地
区
の
市
道

管
理
区
域
」
の
明
確
化
を
図

り
、
美
化
・
維
持
管
理
を
実

施
し
、
支
援
金
と
し
て
三
万

円
宛
各
集
落
へ
配
分
。

②
市
道
関
連
築
造
物
の
椹
野
川

堤
防
の
り
面
の
竹
・
木
「
伐

採
」
を
実
施
。

③
椹
野
川
河
川
公
園
の
草
刈
り

実
施
。

④
土
木
に
関
す
る
「
要
望
事

項
」
の
行
政
へ
の
依
頼

二
　
二
十
一
年
度
活
動
計
画

①
未
決
「
要
望
事
項
」
の
着
工

へ
行
政
等
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
活
用
し
、
進
展
を
図
り

た
い
。

イ
、
椹
野
川
外
堤
防
未
整
備

区
間
（
西
開
作
下
　約
百

メ
ー
ト
ル
）

ロ
、
椹
野
川
内
堤
防
の
法
面

　
田
中
敏
昭
前
部
会
長
の
後
任
、

岡
本
紀
稔
で
す
。

　
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
教
育
部
会
は
、
継
続
し
て
い
る

課
題
、
校
舎
改
築
の
促
進
と
通
学

路
防
犯
灯
の
増
設
が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
校
改
築
に
つ
い
て
は
、
第

二
次
耐
震
診
断
結
果
が
、
三
月
末

に
は
出
さ
れ
る
と
の
引
継
が
あ
り

ま
し
た
事
か
ら
、
四
月
三
十
日
小

学
校
教
育
振
興
会
役
員
の
方
々
と

教
育
委
員
会
を
訪
問
致
し
ま
し
た
。

会
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
診
断
結

果
は
、
五
月
末
に
公
表
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
校
舎
改
築
計
画

に
つ
い
て
は
、
国
が
耐
震
化
を
最

優
先
課
題
と
し
た
こ
と
か
ら
、
全

国
で
耐
震
診
断
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
事
業
展
開
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

診
断
結
果
が
全
部
出
揃
う
の
は
九

月
頃
と
な
り
、
そ
の
結
果
を
検
討

し
て
、
十
二
月
末
ま
で
に
状
況
を

見
極
め
て
方
向
性
を
出
し
、
年
度

末
ま
で
に
は
方
針
決
定
し
た
い
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
工

ハ
、
幹
線
市
道
「
昭
和
〜
新

開
作
間
（
中
川
沿
）」
の
整

備
促
進

ニ
、
南
若
川
堆
積
物
・
植
物

の
撤
去
の
実
施

②
各
種
団
体
（
青
少
協
・
教
育

振
興
会
等
）
草
刈
り
等
の
協

働
支
援
、
及
び
資
材
・
機
材

の
整
備

③
今
期
の
「
要
望
事
項
」
の
実

施
へ
の
サ
ポ
ー
ト

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
者
「
組

織
」
づ
く
り
、
地
域
通
貨

「
ふ
し
の
」
の
利
用
検
討

教
育
部
会

校
舎
改
築
事
業
促
進
と

通
学
路
の
安
全
確
保

岡

本

紀

稔
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防
災
部
会

災
害
時
要
援
護
者
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
と
避
難
訓
練

中

村

芳

男

総
務
部
会

本
年
度
二
つ
の
取
り
組
み

山

下

武

彦

　
自
治
会
連
合
会
の
防
災
部
会
と

し
て
、
二
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
名
田
島
自
治
会
連
合
会
の
本
年

度
主
要
事
業
の
う
ち
総
務
部
会
に

関
す
る
こ
と
は
、

①
「
名
田
島
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
の
発
足
に
係
る
こ
と
。

②
「
お
い
で
ま
せ
山
口
国
体
・
山

口
大
会
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
へ

の
取
り
組
み
で
す
。

　
ま
ず
前
者
は
、
昨
年
七
月
に
設

け
ら
れ
た
九
名
の
団
体
代
表
で
構

成
す
る
「
名
田
島
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
設
立
準
備
会
」
が
、
本

年
二
月
に
取
り
ま
と
め
た
設
立
案

（
既
に
二
月
発
行
の
「
田
園
」
に

詳
し
く
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
）

を
充
分
吟
味
す
る
と
と
も
に
、
な

る
べ
く
早
期
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
、
役
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
当
山

口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
二

十
三
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
山
口
国

体
の
成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

会
場
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

年
度
か
ら
、
三
カ
年
に
わ
た
り
山

口
国
体
推
奨
花
（
本
年
は
、
サ
ル

ビ
ア
・
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
）
の
種
苗
育
成
や
プ

ラ
ン
タ
ー
で
の
栽
培
管
理
な
ど
、

本
格
的
な
実
践
活
動
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
近
日
国

体
実
行
委
員
会
の
「
名
田
島
地
区

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
基
づ
き
具
体

的
な
計
画
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
教
育
部
会
と
共
同

で
担
当
し
ま
す
が
、
今
後
各
集
落

の
皆
様
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

度
か
ら
宮
崎
捷
義
前
総
務
部
会
長

に
代
わ
り
山
下
武
彦
が
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
こ
と
で
し
た
。

　
子
供
た
ち
が
、
仮
校
舎
で
学
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
い

事
業
促
進
と
事
業
計
画
の
進
捗
情

報
の
速
や
か
な
伝
達
を
お
願
い
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
校
舎
建
替
え
に
向

け
、
継
続
し
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
通
学
路
防
犯
灯
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
要
望
の
あ
り
ま
し
た
十
三

箇
所
の
増
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
工
事
の
進
捗
状
況
や
増

設
さ
れ
た
状
態
は
確
認
し
て
い
き

ま
す
が
、
電
柱
を
増
設
す
る
箇
所

に
よ
っ
て
は
、
周
辺
の
環
境
が
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
、
関
係
箇
所
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
最
近
、
不
審
者
や
賽
銭
泥
棒
な

ど
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
す
る
中
で
、
常
に
身
辺

の
状
況
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、

状
況
の
変
化
に
敏
感
と
な
り
、
不

審
に
気
付
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
「
み
ま
も
り
隊
」
の
事
務
局
と

し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
速
や

か
に
お
伝
え
し
、
防
犯
の
一
助
と

致
し
ま
す
。

今
年
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
開
催

の
国
体
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と

し
て
、
競
技
会
場
を
飾
る
花
づ
く

り
の
試
み
が
始
ま
り
ま
す
。
市
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
、
花
の
苗
を
プ
ラ

ン
タ
ー
で
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

開
催
時
ま
で
、
全
員
参
加
で
山
口

国
体
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

 

名
田
島
地
区
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
、
災

害
時
要
援
護
者
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
六
月
に
市
役
所
の
経
済
課
よ
り
、

制
度
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
委
員
を
中
心
に
八

月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
に
、
島

上
・
下
集
落
を
対
象
と
し
て
、
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
、

地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



役 員 紹 介

総 務 部 会 長　山下　武彦（島下自治委員）
　〃　副部会長　三浦　功次（西開作上自治委員）
　　　委　　員　末富　長治（東開作自治委員）
　　　　　〃 　　松永　君子（婦人会会長）
　　　　　〃 　　浅原　利夫（土地改良区理事長）
　　　　　〃 　　中村　治美（防犯対策会長）
民 生 部 会 長　福永　立美（新開作沖自治委員）
　〃　副部会長　末岡　光廣（島上自治委員）
　　　委　　員　右田　和人（昭和東自治委員）
　　　　　〃 　　林　　政雄（社協会長）
　　　　　〃 　　河村　博次（土地改良区）
　　　　　〃 　　藤津　純一（ＪＡ名田島支所長）
　　　　　〃 　　石川　秋彦（老人クラブ会長）
教 育 部 会 長　岡本　紀稔（向山下自治委員）
　〃　副部会長　中村　芳男（青少年健全育成地区民会議会長）

会　　　　長　藤山　光美（新開作東自治委員）
副 　 会 　長　岡本　紀稔（向山下自治委員）
　　〃　　　　松永　君子（婦人会会長）
会　　　　計　末富　長治（東開作自治委員）
監　　　　事　中村　治美（防犯対策協議会会長）
　　〃　　　　佐藤　　勉（消防後援会会長）
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平成21年度
名田島自治会連合会事業計画

活動方針

1．情報の連絡・調整を本連合会の主機能とす
る。

2．会の運営は、着実かつ創造的であることを
旨とする。

3．計画の策定及びその実行は、衆議をもって
決する。

4．名田島地区地域づくり協議会を速やかに立
ち上げる。

5．会の実行部隊である各部会は、着実で継続
的な活動を行う。

事業計画

総務部会　・国体地元開催の受け入れ準備
　　　　　・広報の発行

民生部会　・山口市南部開発構想への地元対応
（協議会の設置）
・地産地消の推進（地元行事への参
加、第6次産業推進行事対応）

土木部会　・モデル事業実施（市道管理、草刈）
・要望事項の調査

教育部会　・名田島小学校改築対策
・学童の安全対策

防災部会　・防災訓練の実施
・災害時要援護者対策

平成21年度　名田島自治会連合会予算書

自治会費

補 助 金

雑 収 入

前年度繰越金

合 計

会 議 費
負 担 金
事 務 費
備 品 費
交 際 費
交 通 費
研 修 費
総務部会費
民生部会費
土木部会費
教育部会費
防災対策費
予 備 費
合 計

 623,400 621,200 △　2,200

 2,007,000 2,653,000 646,000

 1,000 1,000 0

 536,778 1,172,700 635,922

 3,168,178 4,447,900 1,279,722

 400,000 400,000 0
 50,000 50,000 0
 700,000 950,000 250,000
 100,000 200,000 100,000
 50,000 50,000 0
 200,000 100,000 △100,000
 100,000 100,000 0
 150,000 500,000 350,000
 100,000 200,000 100,000
 100,000 1,000,000 900,000
 300,000 100,000 △200,000
 200,000 200,000 0
 718,178 624,900 △ 93,278
 3,168,178 4,447,900 1,279,722

476世帯×1,200円 571,200円
法人10団体×5,000円 50,000円
活動支援交付金 1,000,000円
運営支援交付金 1,153,000円
市道清掃補助金 500,000円
普通貯金利息

会議運営費
市自治会・先進地研修費
事務局人件費・コピー代ほか
電話機・机ほか

研修費（地域づくり）
会報（田園印刷代）・研修費
リサイクル施設の視察・ふるさとまつり協賛
椹野川土手整備
通学路の草刈等
防災・避難訓練・マニュアル作成

〔収入の部〕
20年度予算 21年度予算 比較増減 摘　　要

20年度予算 21年度予算 比較増減

（単位：円）

（単位：円）
摘　　要

〔支出の部〕

教 育 委　　員　宮崎　祥治（向山中自治委員）
　　　　 〃 　　村田　　努（昭和西自治委員）
　　　　 〃 　　木村　恒之（地域交流センター運営協議会会長）
　　　　 〃 　　福永　光男（体育協会会長）
土 木 部 会 長　岩本　　博（新開作西自治委員）
　〃　副部会長　福田　啓亮（西開作下自治委員）
　　　委　　員　高橋　明徳（向山上自治委員）
　　　　 〃 　　末永　林万（消防分団長）
　　　　 〃 　　生田　善光（農業委員）
　　　　 〃 　　佐藤　　勉（消防後援会会長）
防 災 部 会 長　中村　芳男（青少年健全育成地区民会議会長）
　〃　副部会長　佐藤　　勉（消防後援会会長）
顧　　　　　問　大林　基宏（前々会長）
　　　〃 　　　 三輪　正明（前会長）
参　　　　　与　田中　敏昭（前自治会長）
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